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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

一　

書　

誌

基
本
的
な
書
誌
事
項
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
巻
二
以
降
と
同
じ
で
あ
る
。
以
下
、

科
研
報
告
と
重
複
す
る
が
、
巻
二
以
降
と
合
わ
せ
た
か
た
ち
で
再
掲
す
る
。

紙
本
著
色　

十
一
帖
（
全
十
二
帖
の
う
ち
巻
一
か
ら
巻
十
一
の
計
十
帖
、
巻
十
二

の
み
欠
く
）

大
き
さ　

竪
二
四
・
四
糎　

横
一
八
・
五
糎

外
題　
「
平
家
物
語　

第
一
」（
以
下
、
巻
十
一
ま
で
同
様
）

各
帖
の
目
録
に
は
「
平
家
物
語
巻
第
一
目
録
」
な
ど
と
「
第
」
字
を
入
れ

て
記
す
。

奥
書　

な
し

表
紙　

濃
緑
地
金
襴
緞
子
装

料
紙　

金
泥
下
絵
入
鳥
の
子
紙

装
丁　

列
帖
装

挿
絵　

十
一
帖
の
合
計
二
百
四
十
面
（
す
べ
て
見
開
き
の
大
き
さ
）

時
代

江
戸
時
代
前
期

黒
塗
箱
入

巻 丁数（挿絵分を含む） 挿絵数

巻第一 103 17

巻第二 119 21

巻第三 108 21

巻第四 105 21

巻第五 95 18

巻第六 81 15

巻第七 101 21

巻第八 91 24

巻第九 145 39

巻第十 111 22

巻第十一 113 21

合　計 1172 240

新
出
の
巻
一
は
、
そ
の
大
き
さ
（
外
寸
）、
表
装
や
装
丁
、
金
泥
に
よ
る
下
絵
入

り
の
料
紙
、
本
文
字
体
、
す
べ
て
が
見
開
き
の
挿
絵
な
ど
、
巻
二
以
降
と
僚
巻
（
ツ

レ
）
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
以
下
、
原
則
と
し
て
先
の
報
告
に
な
ら
う

か
た
ち
で
記
述
し
て
ゆ
く
。

本
文
は
、
江
戸
時
代
に
古
活
字
本
や
絵
入
り
版
本
と
し
て
流
布
し
た
本
文
（
流
布

本
）
の
系
統
の
も
の
で
、
十
二
巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
巻
第
十
二
を
欠
く
の
が
残
念

第
一
部　

明
星
大
学
本
﹃
平
家
物
語
﹄
絵
本
巻
一
の
書
誌
と
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て

柴
田
雅
生
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新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

柴
田
雅
生

あ
る
い
は
巻
数
順
に
書
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
書
写
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め

に
集
中
力
が
持
続
し
た
状
態
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は

い
え
、
次
節
に
示
す
よ
う
に
、
転
写
時
の
不
注
意
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
誤
脱
箇
所
は

一
定
数
存
在
す
る
。

二　

本
文
に
つ
い
て
の
考
察
と
言
語
的
特
徴

巻
一
本
文
の
誤
脱
箇
所
に
つ
い
て
は
、
細
字
に
よ
る
傍
書
補
入
が
三
箇
所
見
ら
れ

る
も
の
の
、
大
半
の
脱
字
・
衍
字
・
誤
字
は
補
訂
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。ま

ず
、
傍
書
記
載
箇
所
は
、
以
下
の
通
り
。
傍
書
部
分
は
〈
〉
に
入
れ
て
、
該

当
箇
所
以
外
は
適
宜
漢
字
を
当
て
、
濁
点
等
を
施
し
て
示
す
（「
／
」
は
改
行
を
示

し
、
傍
書
部
分
に
関
わ
る
注
記
は
《　

》
内
に
記
載
し
た
）。

御
さ
い
・〈
き
よ
〉《
裁
許
》
／
な
く
し
て

（
巻
一-

八
十
五
オ
）

神
人
／
宮
司
し
ば
ら
く
ゆ
ら
へ
た
り
・〈
わ
か
〉《
若
》
大
衆
悪
僧
共
は

（
巻
一-

九
十
一
オ
）

天
ま
で
も
聞
こ
え
け
ん
・〈
ら
う
〉《
堅
牢
》
地
神
も
お
ど
ろ
／
き
給
ふ
ら
ん
と

ぞ

（
巻
一-

九
十
三
ウ
）

い
ず
れ
も
補
入
を
示
す
小
さ
な
丸
印
（
右
の
例
で
は
「
・
」
に
て
示
し
て
い
る
）
を

本
文
の
間
に
書
き
入
れ
、
そ
の
右
傍
に
記
し
て
い
る
。
巻
二
以
降
に
は
単
に
右
傍
に

小
字
を
添
え
る
だ
け
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
傍
書
補
入
箇
所
が
少
な
い
た
め
、

巻
一
末
尾
の
帖
に
偏
る
傾
向
と
と
も
に
、
明
確
な
理
由
が
あ
る
と
は
断
じ
に
く
い
。

　

脱
字
・
衍
字
・
誤
字
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

で
あ
る
が
、
巻
第
一
の
目
次
と
本
文
中
の
章
段
名
は
以
下
の
通
り
。「
付
」
な
ど
を

付
し
て
章
段
名
を
続
け
る
場
合
は
次
行
に
字
下
げ
し
て
示
す
。

目
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
文
中
の
章
段
名

祇
園
し
や
う
し
や
の
事　
　
　
　
　

祇
園
し
や
う
し
や
の
事

殿
上
の
や
み
う
ち
の
事

殿
上
の
や
み
う
ち
の
事

す
ゝ
き
の
事

す
ゝ
き
の
事

付
か
ふ
ろ

か
ふ
ろ
事

我
身
の
栄
花
の
事

我
身
の
ゑ
い
花
の
事

妓
王
事

き
わ
う
事

二
代
の
き
さ
き
の
事

二
代
の
き
さ
き
の
事

か
く
う
ち
論
の
事

か
く
う
ち
ろ
ん
の
事

き
よ
水
ゑ
ん
し
や
う
の
事

き
よ
水
ゑ
ん
し
や
う
の
事

て
ん
か
の
り
合
の
事

て
ん
か
の
の
り
あ
ひ

し
ゝ
の
谷
の
事

し
ゝ
の
た
に
の
事

う
川
か
つ
せ
ん
の
事

宇
川
か
つ
せ
ん
の
事

く
は
ん
た
て
の
事

く
は
ん
た
て
の
事

み
こ
し
ふ
り
の
事

御
こ
し
ふ
り
の
事

た
い
り
ゑ
ん
し
や
う
の
事

た
い
り
炎
上
の
事

表
記
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
章
段
名
は
巻
一
を
通
し
て
同
一
と
言
っ
て
よ
い
。
明
暦

二
年
版
本
等
の
流
布
本
系
統
と
ほ
ぼ
同
じ
と
見
な
せ
る
本
文
も
、
巻
一
に
お
い
て
は

明
暦
二
年
版
本
と
の
間
に
大
き
な
異
同
は
見
ら
れ
ず
、
巻
二
以
降
に
一
行
を
超
え
る

脱
落
箇
所
（
巻
五
に
二
例
、
巻
三
・
七
・
八
に
各
一
例
あ
り
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
と

好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
本
絵
本
製
作
の
順
序
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
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⒄
坊
舎
一
宇
も
残
さ
ず
や
き
は
ら
ふ
。

 

（
巻
一-

七
十
七
ウ
、「
ず
」
の
下
「
み
な
」
脱
か
）

⒅
御
さ
い
き
も
な
か
り
け
れ
ば

 

（
巻
一-

七
十
九
オ
、「
き
」
の
下
「
よ
」
脱
、《
裁
許
》）

⒆
江
帥
匡
房
の
卿
の
申
さ
れ
し
山
門
の
大
衆

 

（
巻
一-

八
十
一
オ
、「
し
」
の
下
「
や
う
に
」
脱
）

⒇
人
奇
特
の
思
る
ひ
を
な
し
て
（
巻
一-

八
十
四
オ
、「
る
」
衍
）

�
お
ぢ
《
伯
父
》
の
り
盛
《
教
盛
》・
経
盛
な
ど
は

 

（
巻
一-

八
十
九
ウ
、「
お
ぢ
」
の
下
「
頼
盛
」
脱
）

�
三
塔
一
の
せ
ん
さ
し
や
《
僉
議
者
》
と
聞
え
し

 

（
巻
一-

九
十
一
オ
、「
ぎ
」
の
誤
）

�
先
陣
よ
り
後
陣
ま
で
も
つ
と
も
〳
〵
と
ぞ
同
じ
け
る
。

 

（
巻
一-

九
十
二
オ
、「
で
」
の
下
「
み
な
」
脱
か
）

�
な
を
し
矢
お
ふ
て
供
奉
せ
ら
る
。

 

（
巻
一-

九
十
六
ウ
、「
し
」
の
下
「
に
」
脱
）

�
一
筆
書
ひ
て
大
衆
の
中
へ
を
く
ら
る
ゝ
。

 

（
巻
一-

九
十
七
ウ
、「
ゝ
」
衍
か
）

�
尾
張
の
井
戸
田
へ
流
さ
る
ゝ
。（
巻
一-

九
十
八
ウ
、「
ゝ
」
衍
か
）

⑸
や
�
の
よ
う
に
内
容
に
関
す
る
脱
落
箇
所
が
あ
る
一
方
、
⑵
（
仮
名
「
る
」
と

「
か
」）
や
⑶
（「
訴
」
と
「
祈
」）
の
よ
う
に
字
形
が
類
似
し
た
も
の
も
見
え
る
。
⑽

は
「
甪
」
字
を
「
角
」
と
見
誤
っ
た
た
め
か
。
⑹
も
、「
信
」
字
の
旁
の
部
分
の
草

体
を
見
誤
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
類
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
⑿
は
「
う
」
の
単

純
な
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、「
こ
し
（
輿
）」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。

⑴
お
ご
れ
る
者
久
し
／
か
ら
ず
。

 

（
巻
一-

二
オ
、「
者
」
の
下
「
も
」
脱
か
）

⑵
つ
か
袋
つ
け
た
る
太
刀
わ
き
／
は
さ
み
て 

（
巻
一-

四
ウ
、「
る
」
の
誤
）

⑶
諸
卿
／
一
同
に
祈
申
さ
れ
け
れ
ば
（
巻
一-

九
オ
、「
訴
」
字
の
誤
）

⑷
平
家
の
御
事
あ
し
ざ
ま
申
者
あ
れ
／
ば

 

（
巻
一-

十
七
オ
、「
ま
」
の
下
「
に
」
脱
）

⑸
文
徳
天
皇
／
の
御
時
は
左
ふ
さ
右
大
臣
の
左
大
将

 

（
巻
一-

十
八
ウ
、「
左
」
の
下
「
に
よ
し
」
脱
）

⑹
九
条
殿
／
貞
仁
公
の
御
子
也
。（
巻
一-

十
八
ウ
、「
信
」
字
の
誤
）

⑺
又
け
ん
く
ん
《
教
訓
》
し
／
け
る
は 
（
巻
一-

三
十
オ
、「
う
」
の
誤
か
）

⑻
仏
御
前
ぞ
出
き
る
。（
巻
一-

三
十
七
ウ
、「
き
」
の
下
「
た
」
脱
）

⑼
今
に
は
づ
／
は
つ
か
し
う
か
た
は
ら
い
た
く
こ
そ
候
へ
。

 

（
巻
一-
三
十
八
オ
、「
は
つ
」
衍
）

⑽
か
く
り
《
甪
里
》
先
生
（
巻
一-

四
十
六
ウ
、「
ろ
」
の
誤
）

⑾
西
へ
／
入
御
な
る
に
（
巻
一-

五
十
九
ウ
、「
御
出
」
の
誤
）

⑿
御
こ
し
の
鞅
／
き
り
は
な
ち
（
巻
一-

六
十
二
ウ
、「
う
」
の
誤
か
）

⒀
還
御
の
ぎ
し
き
《
儀
式
》
あ
さ
ま
し
さ

 

（
巻
一-

六
十
三
オ
、「
き
」
の
下
「
に
」
の
誤
）

⒁
さ
ま
〴
〵
い
の
り
を
始
め
ら
る
。

 

（
巻
一-

六
十
六
オ
、「
〴
〵
」
の
下
「
に
」
脱
）

⒂
鹿
の
谷
と
云
所
は
う
し
ろ
三
井
寺
に
つ
ゞ
い
て

 

（
巻
一-

七
十
一
オ
、「
ろ
」
の
下
「
は
」
脱
）

⒃
か
へ
す
〴
〵
／
お
そ
ろ
し
か
り
し
事
共
な
り
。

 

（
巻
一-

七
十
二
オ
、「
〴
〵
」
の
下
「
も
」
脱
か
）
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新
出
の
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学
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て　
　
　

柴
田
雅
生

転
語
・
略
音
語
・
約
音
語
・
音
便
形
の
四
種
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（『
流
布
本
平
家

物
語
語
法
考
』（
昭
和
五
十
三
年
一
月
、
笠
間
書
院
）
の
「
第
六
編　

俗
語
」
の
項
）

が
、
そ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
明
星
大
学
本
の
巻
一
に
も
見
ら
れ
る
。

一
条
の
大
路
よ
り
南
へ
お
つ
こ
し
て
け
り
。（
巻
一-

六
十
八
オ
）

は
る
〴
〵
と
の
ぼ
つ
た
り
け
る
童
御
子
（
巻
一-

八
十
三
ウ
）

上
卿
を
取
て
ひ
つ
ぱ
り
、
し
や
か
ぶ
り
《
し
ゃ
冠
》
打
お
と
し

（
巻
一-

九
十
七
ウ
）

右
の
ほ
か
に
も
音
便
形
（
と
り
わ
け
促
音
便
形
）
は
多
数
見
え
、
第
三
例
の
「
し

ゃ
」
を
は
じ
め
と
す
る
俗
語
的
要
素
が
散
見
す
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
中
で
や
や
目
立
つ
の
が
、
連
体
形
終
止
と
も
捉
え
ら
れ
る
二
例
の
�
�
で
あ

る
。
流
布
本
系
の
本
文
で
は
「
送
ら
る
」「
流
さ
る
」
と
あ
る
部
分
が
、
文
末
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
連
体
形
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
衍
字
の
可
能
性
は
否
定
し

が
た
い
が
、
新
た
な
終
止
形
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
旧
来
の
連
体
形
が
用
い
ら

れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
理
な
話
で
は
な
い
と
考
え
る
。

明
暦
版
本
と
は
異
な
る
も
の
の
、
独
自
本
文
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

�
恩
賞
是
を
も
か
る
べ
し
と
ぞ
。（

巻
一-

十
三
オ
、
流
布
本
諸
本
「
と
て
」）

�
始
は
水
干
に
立
烏
帽
子
白
鞘
巻
を
指
い
て

（
巻
一-

二
十
三
オ
、
流
布
本
諸
本
「
昔
」
字
）

�
又
出
立
け
る
心
の
中
こ
そ
（
巻
一-

三
十
一
オ
、
流
布
本
諸
本
「
立
出
」）

�
入
道
相
国
の
ち
ゃ
う
／
な
ん
《
長
男
》
小
松
殿

（
巻
一-

六
十
八
オ
、
流
布
本
諸
本
「
嫡
男
」）

�
関
白
殿
の
御
格
子
を
あ
け
ゝ
る
に
（
巻
一-

八
十
二
ウ
、「
け
」
の
下
「
ら
」

脱
か
、
明
暦
版
本
以
外
の
流
布
本
に
「
あ
け
け
る
」
と
す
る
も
の
あ
り
）

�
た
だ
今
山
よ
り
取
り
て
き
た
り
た
る
や
う
に

（
巻
一-

八
十
二
ウ
、「
り
た
」
衍
か
）

�
泣
く
〳
〵
本
山
へ
ぞ
か
へ
り
け
る
。

（
巻
一-

九
十
四
オ
、
明
暦
版
本
「
か
へ
り
の
ぼ
り
」）

�
と
�
は
語
義
が
異
な
る
が
、
文
脈
上
は
さ
ほ
ど
変
わ
り
な
い
と
判
断
で
き
る
。
他

も
文
意
を
大
き
く
変
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
流
布
本
系
統
に
見
ら
れ
る
言
語
的
特
徴
と
し
て
、
岩
井
良
雄
氏
は
音




